
 
 
 
 

「審議まとめ」から 

 

 

　　 

「多様な子供たちの「深い学び」を確かなものに ❸ 
 

 
【「統合的な理解・総合的な発揮」の性質】 
 
◆　「統合的な理解・総合的な発揮」は、個別の資質・能力 
　の「深まり」を可視化し、「統合的な理解の状態」「総合的 
　に発揮している状態」を一定の内容のまとまり（複数の内 

容項目・事項や領域等）ごとに、「資質・能力の軸」をシン 
プルに示そうとするものであり、それ自体を新たな内容項 
目として付加する性質のものではなく、むしろ内容の精選 
につながるものである。 
 

◆　こうした趣旨を損なわないようにするため、これまで 
　各教科等の改善に向けて検討してきた「統合的な理解・ 

総合的な発揮」の記載においては、「何を」、「どの程度」 
といった到達の水準を 示しておらず、そうした水準は 
引き続き個別の資質・能力で示されることになる。 

 
◆　これを踏まえると、「統合的な理解・総合的な発揮」は、各教科等の本質に迫ることができる 

よう、個別の資質・能力の育成に当たり単元構成を促し、深い学びの実現のために多様なアプ 
ローチが可能な学習活動を展開させる観点から、達成の目標ではないものの、内容のまとまり 
ごとに資質・能力の獲得や発揮の方向性を示す目標としての性質を有するものである。 

（いわゆる方向目標） 
 
◆　このため、「統合的な理解・総合的な発揮」は、各教科等の内容の中に記載するものの、個別 

の資質・能力とは明確に区別して記載する必要があり、表形式により視覚的に把握しやすくす 
ることが適当である。 

 
◆　なお、「統合的な理解・総合的な発揮」が、内容のまとまりごとの資質・能力の獲得や発揮の 
　方向性を示す目標としての性質を有することとの関係では、個別の資質・能力は、単元等にお 
　ける達成の目標、各教科等の目標は、教科等全体で育成すべき資質・能力を示す全体の達成の 

目標とも言えるものであり、「統合的な理解・総合的な発揮」との性質の違いは明確である。 
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　妥協しないもの 

 

 

 

 

※ 各校における「妥協しないもの」と、そのための手立てについて情報交換したいものです。 

ダイソン創業者／ジェームズ・ダイソン 
 

製品へのこだわりに一切の妥協をしない。 

出典：「賢人たちに学ぶ　自分を超える言葉」本田季伸著（かんき出版）


